
難治性過活動膀胱の新しい治療 

当院では、難治性過活動膀胱に対する新しい治療として 2019 年 10 ⽉に「仙⾻神経刺激療
法」を開始しました。筑豊地区では初めての導⼊になります。過活動膀胱の治療は、⽣活指
導に加えて抗コリン薬・β3 作動薬・漢⽅薬などの内服薬を⽤いて治療することが多いです
が、なかには、①治療効果に乏しい、②⼝内乾燥や便秘などの副作⽤で内服薬の継続が難し
い、といった患者さんもおられます。⼀般的に⽣活指導と内服薬による治療を 3 ヶ⽉程度
続けても症状改善が得られない場合に「難治性過活動膀胱」と診断します。このような場合
に有効な治療法のひとつとして「仙⾻神経刺激療法」があります。欧⽶では 20 年程前から
おこなわれている治療法ですが、本邦では 2017 年 9 ⽉にようやく保険収載されました。過
活動膀胱の治療でお困りの⽅、「仙⾻神経刺激療法」に興味のある⽅は、お気軽にお問い合
わせください。 

 



  

 

仙⾻神経刺激療法の留意点 

・植込み部位に違和感や痛みを⽣じる場合があります 
・体内に異物を植込むため、感染を起こすことがあります 
・植込み機器の材料（チタン、シリコンなど）にアレルギー反応を起こす可能性があります 
・植込み後は MRI 検査を原則受けられなくなります 
・運動の制限があります（激しい運動や⼤きく体をひねる・伸ばすなど） 
 


